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Ⅰ 令和６年度の一般会計予算 

令和６年度の一般会計の歳入歳出の予算を円グラフと表で表し、令和５年度の当初予算額

との比較をしています。歳出は、目的別（表２：使用する目的別）と性質別（表３：使用す

る性質別）の２表で比較しました。 

１．歳 入【目的別】 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度一般会計予算歳入（表１）の主な内容については、次のとおりです。 

歳入総額は、７１億９，７４７万３千円となり、対前年度比５億１，８６２万円、 

７．８％の増加となりました。 

町税については、経済活動がコロナ禍以前の水準に回復していることから法人町民税の増

加を見込みましたが、生産年齢人口の減少等に伴い、町全体としては個人町民税と固定資

産税の減少を見込み、対前年度比４，３１５万９千円、１．５％減の２８億８，１６５万

３千円となりました。 

地方譲与税及び各種交付金については、地方消費税交付金及び株式等譲渡所得割交付金、

配当割交付金等の減額を見込んだことから、交付金等全体で対前年度比９，０１６万２千円、

１２．７％減の６億２，２２５万６千円となりました。 

地方交付税については、臨時財政対策債の減少による影響から普通交付税が増加するもの

と推計し、対前年度比２億８，０２３万６千円、２９．４％増の１２億３，４２３万６千円

となりました。 

国庫支出金については、新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業費補助金、新型コ

ロナウイルスワクチン接種対策費負担金、子どものための教育・保育給付交付金などの減少

により、対前年度比５６万４千円、０．１％減の６億５，３０５万３千円となりました。 

県支出金については、障害者自立支援給付費負担金、千葉県知事選挙委託金、後期高齢者

医療保険基盤安定制度負担金の増加により、対前年度比１，６２５万４千円、４．０％増の

４億２，２１８万８千円となりました。 

（単位：千円） 

町税 

2,881,653 

地方交付税 

1,234,236 

国庫支出金 

653,053 

町債 

672,900 

繰入金 

473,151 

県支出金 

422,188 

交付金等 

622,256 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諸収入 

114,052 その他 

123,984 

 

 

 

 

歳入総額 

7,197,473 
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繰入金については、財源調整となる財政調整基金からの繰入金は増加しましたが、総額と

しては減少したことから、対前年度比９４２万５千円、２．０％減の４億７，３１５万１千

円となりました。 

繰越金は前年度の歳計剰余金（前年度会計で余った資金）を６，０００万円程度と見込み、

繰越金を３，０００万円としています。※歳計剰余金の２分の１以上は、財政調整基金に積

み立てることとなっています。 

町債については、臨時財政対策債の減少があるものの、地方道整備事業、保健センター大

規模改修事業、町体育館等解体整備事業の増加により、対前年度比３億５，９８６万８千円、

１１５．０％増の６億７，２９０万円となりました。 

 

表１ 令和６年度一般会計 歳入（目的別） 

（単位：千円、％）

1 町 税 2,881,653 40.0 2,924,812 43.8 △ 43,159 △ 1.5

2 地 方 譲 与 税 63,311 0.9 57,116 0.9 6,195 10.8

3 利 子 割 交 付 金 1,192 0.0 2,100 0.0 △ 908 △ 43.2

4 配 当 割 交 付 金 16,879 0.2 21,000 0.3 △ 4,121 △ 19.6

5 株式等譲渡所得割交付金 13,879 0.2 22,800 0.3 △ 8,921 △ 39.1

6 法 人 事 業 税 交 付 金 42,050 0.6 41,900 0.6 150 0.4

7 地 方 消 費 税 交 付 金 455,756 6.3 540,300 8.1 △ 84,544 △ 15.6

8 自動車取得税交付金 1 0.0 1 0.0 0 0.0

9 環 境 性 能 割 交 付 金 10,585 0.2 8,500 0.1 2,085 24.5

10 地 方 特 例 交 付 金 16,172 0.2 16,201 0.2 △ 29 △ 0.2

11 地 方 交 付 税 1,234,236 17.2 954,000 14.3 280,236 29.4

12 交通安全対策特別交付金 2,431 0.0 2,500 0.0 △ 69 △ 2.8

13 分 担 金 及 び 負 担 金 22,327 0.3 19,720 0.3 2,607 13.2

14 使 用 料 及 び 手 数 料 47,801 0.7 44,840 0.7 2,961 6.6

15 国 庫 支 出 金 653,053 9.0 653,617 9.8 △ 564 △ 0.1

16 県 支 出 金 422,188 5.9 405,934 6.1 16,254 4.0

17 財 産 収 入 7,854 0.1 6,233 0.1 1,621 26.0

18 寄 附 金 16,002 0.2 17,002 0.3 △ 1,000 △ 5.9

19 繰 入 金 473,151 6.6 482,576 7.2 △ 9,425 △ 2.0

20 繰 越 金 30,000 0.4 30,000 0.5 0 0.0

21 諸 収 入 114,052 1.6 114,669 1.7 △ 617 △ 0.5

22 町 債 672,900 9.4 313,032 4.7 359,868 115.0

7,197,473 100.0 6,678,853 100.0 518,620 7.8

伸　率構成比 比較増減

合　　　　　計

款
令和６年度
当初予算額

構成比
令和５年度
当初予算額
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２．歳 出【目的別】 

                

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６年度一般会計予算歳出（表２）の主な内容については、次のとおりです。 

歳出の総額は、歳入と同額の７１億９，７４７万３千円となり、対前年度比５億１，８６２

万円、７．８％の増加となりました。 

議会費は、議会議員共済会給付費負担金などの減少により、対前年度比１６万６千円、 

０．１％減の１億２，０３５万７千円となりました。 

総務費については、千葉県知事選挙時間外勤務手当６３７万７千円、電話交換委託業務 

５６１万５千円、戸籍・住基システム改修業務３０２万５千円、固定資産税課税資料整備及

び土地評価業務２４２万円などの増加があるものの、退職手当負担金（一般職）７，４００

万２千円、県防災行政無線再整備負担金１，０３３万２千円、戸籍住民基本台帳一般事務業

務４４１万３千円、弁護士委託業務２５９万８千円などが減少したことにより、対前年度比

１億６１５万４千円、１０．１％減の９億４，６６５万７千円となりました。 

民生費については、施設型給付費・地域型保育給付費１，３５２万８千円、町社会福祉協

議会事業補助金９５７万８千円などが減少したものの、介護給付費・訓練等給付費２，９１

２万４千円、介護保険特別会計繰出金１，８４９万７千円、障害児給付費１，８２６万円、

療養給付費負担金１，２１４万７千円、会計年度任用職員（岩橋保育園）１，１８１万２千

円などの増加により、対前年度比１億２，０７２万１千円、５．７％増の２２億２，２０４

万８千円となりました。 

衛生費については、保健センター大規模改修工事１億２，８３７万円、佐倉市酒々井町清掃

組合負担金３，３９３万円、馬橋川沿岸盛土緊急対策測量調査業務３，２５２万７千円などの

増加により、対前年度比１億５，４７８万８千円、２５．５％増の７億６，０８９万８千円

となりました。 

農林水産業費については、森林環境整備基本計画策定業務２６４万円、農業経営開始資金

１５０万円などの増加により、対前年度比１７６万９千円、２．５％増の７，３４３万３千

円となりました。 

（単位：千円） 

民生費 

2,222,048 

総務費 

946,657 

教育費 

1,099,580 

公債費 

563,650 

衛生費 

760,898 

土木費 

751,569 

消防費 

559,533 

商工費 

89,748 

農林水産業費 

73,433 
議会費 

120,357 

予備費 

10,000 歳出総額 

7,197,473 
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商工費については、会計年度任用職員（コミュニケーションセンター）３８２万７千円、

などの減少により、対前年度比２００万９千円、２．２％減の８，９７４万８千円となりま

した。 

土木費については、道路維持（高野台橋橋梁補修工事）８，２５０万円、神明公園舗装工

事６４６万８千円などが減少したものの、中川調節池整備工事２億円、町道０２-０１２号

線道路改良工事（構造物設置工事（下部工））９，６３７万２千円、下水道事業会計繰出金

２，７２６万円などの増加により、対前年度比２億２，１８５万９千円、４１．９％増の 

７億５，１５６万９千円となりました。 

消防費については、佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金３，６２２万８千円、小型動力

ポンプ積載車（第８・１１分団）購入費７７２万５千円などの増加により、対前年度比  

３，８４１万１千円、７．４％増の５億５，９５３万３千円となりました。 

教育費については、プリミエール酒々井舞台設備改修事業（舞台機構設備正面反射板）  

５９４万円、酒々井中学校（屋内消火栓設備工事）２７７万８千円、酒々井小学校（自動火

災報知設備改修工事）１２９万８千円などが減少したものの、町体育館解体工事４，６８３

万５千円、酒々井小学校プール解体工事４，５３３万８千円、教材備品（教科用図書教科書・

指導書購入）８９８万８千円、スクールバス運行業務２９２万９千円などの増加により、対

前年度比９，６８３万２千円、９．７％増の１０億９，９５８万円となりました。 

公債費については、元金償還額の減少などから、対前年度比７４３万１円、１．３％減の

５億６，３６５万円となりました。 

 

表２ 令和６年度一般会計 歳出（目的別） 

（単位：千円、％）

1 議 会 費 120,357 1.7 120,523 1.8 △ 166 △ 0.1

2 総 務 費 946,657 13.2 1,052,811 15.8 △ 106,154 △ 10.1

3 民 生 費 2,222,048 30.9 2,101,327 31.5 120,721 5.7

4 衛 生 費 760,898 10.6 606,110 9.1 154,788 25.5

5 農 林 水 産 業 費 73,433 1.0 71,664 1.1 1,769 2.5

6 商 工 費 89,748 1.2 91,757 1.4 △ 2,009 △ 2.2

7 土 木 費 751,569 10.4 529,710 7.9 221,859 41.9

8 消 防 費 559,533 7.8 521,122 7.8 38,411 7.4

9 教 育 費 1,099,580 15.3 1,002,748 15.0 96,832 9.7

10 公 債 費 563,650 7.8 571,081 8.5 △ 7,431 △ 1.3

11 予 備 費 10,000 0.1 10,000 0.1 0 0.0

7,197,473 100.0 6,678,853 100.0 518,620 7.8

構成比 比較増減 伸　率

合　　　　　計

款
令和６年度
当初予算額

構成比
令和５年度
当初予算額
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表３ 令和６年度一般会計 歳出（性質別） 

（単位：千円、％）

1 人 件 費 1,820,677 25.3 1,860,775 27.9 △ 40,098 △ 2.2

2 扶 助 費 914,360 12.7 854,110 12.8 60,250 7.1

3 公 債 費 563,650 7.8 571,081 8.5 △ 7,431 △ 1.3

義 務 的 経 費 小 計 3,298,687 45.8 3,285,966 49.2 12,721 0.4

4 物 件 費 1,261,891 17.5 1,222,099 18.3 39,792 3.3

5 維 持 補 修 費 17,138 0.2 17,878 0.3 △ 740 △ 4.1

6 補 助 費 等 1,031,654 14.3 953,706 14.3 77,948 8.2

経 常 的 経 費 小 計 5,609,370 77.9 5,479,649 82.1 129,721 2.4

7 普 通 建 設 事 業 費 815,780 11.4 473,830 7.1 341,950 72.2

補 助 事 業 費 349,968 4.9 149,760 2.2 200,208 133.7

単 独 事 業 費 465,812 6.5 324,070 4.9 141,742 43.7

8 積 立 金 25,271 0.4 27,285 0.4 △ 2,014 △ 7.4

9 投 資 及 び 出 資 金 11,860 0.2 3,579 0.1 8,281 231.4

10 貸 付 金 3,000 0.0 3,000 0.0 0 0.0

11 繰 出 金 722,192 10.0 681,510 10.2 40,682 6.0

12 予 備 費 10,000 0.1 10,000 0.1 0 0.0

7,197,473 100.0 6,678,853 100.0 518,620 7.8

構成比 比較増減 伸　率

合　　　　　計

項　　　　　目
令和６年度
当初予算額

構成比
令和５年度
当初予算額

内
訳

 

性質別歳出（表３）を見ると、義務的経費のうち人件費については退職手当負担金が減少

し、また、公債費は元金の償還が減少、扶助費については、介護給付費・訓練等給付費、障

害児給付費、子ども医療費などが増加したことなどから義務的経費全体では、対前年度比

１，２７２万１千円、０．４％増の３２億９，８６８万７千円となりました。 

物件費については、町体育館解体工事、酒々井小学校プール解体工事、教材備品（小学校

分）教科用図書教科書・指導書購入費）、道路構造物点検業務委託、ふれ愛タクシー運行業

務などの増加により、対前年度比３，９７９万２千円、３．３％増の１２億６，１８９万１

千円となりました。 

補助費等は、佐倉市八街市酒々井町消防組合負担金、佐倉市酒々井町清掃組合負担金、下

水道事業会計繰出金などの増加により、対前年度比７，７９４万８千円、８．２％増の１０

億３，１６５万４千円となりました。 

普通建設事業費については、中川調節池整備事業、町道０２-０１２号線道路改良事業、

馬橋川沿岸盛土緊急対策測量調査業務、保健センター大規模改修工事などが増加したことに

より、対前年度比３億４，１９５万円、７２．２％増の８億１，５７８万円となりました。 

積立金については、森林環境譲与税基金の減少により、対前年度比２０１万４千円、 

７．４％減の２，５２７万１千円となりました。 

投資及び出資金については、印旛広域水道出資金の増加により、対前年度比８２８万１千

円、２３１.４％増の１，１８６万円となりました。 

繰出金については、国民健康保険、介護保険、後期高齢者医療事業の増加から対前年度比
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４，０６８万２千円、６．０％増の７億２，２１９万２千円となりました。 

Ⅱ 各特別会計 

各特別会計の予算状況は次のとおりです。国民健康保険特別会計は、被保険者数の減少に

伴う保険給付費の減により減少しています。介護保険特別会計は、要介護認定者の増及び一

人あたりの給付費の増により増加しています。後期高齢者医療特別会計は、被保険者数の増

加に伴う後期高齢者医療広域連合への納付金が増加するために増加しています。 

 

国 民 健 康 保険 特別 会計 2,139,354 2,163,339 △ 23,985 △ 1.1

介 護 保 険 特 別 会 計 1,602,877 1,476,537 126,340 8.6

後期高齢者医療特別会計 418,983 364,045 54,938 15.1

計 4,161,214 4,003,921 157,293 3.9

伸率特別会計名
令和６年度
当初予算

令和５年度
当初予算

比較増減

 

Ⅲ 水道事業会計 

水道事業会計は次のとおりです。独立採算制で経営されており、経営努力により経費の削

減を図っています。 

 

（単位：千円、％）

542,519 541,800 719 0.1

営 業 収 益 475,334 472,653 2,681 0.6

営 業 外 収 益 67,185 69,147 △ 1,962 △ 2.8

512,029 505,846 6,183 1.2

営 業 費 用 484,025 481,166 2,859 0.6

営 業 外 費 用 23,004 22,680 324 1.4

予 備 費 5,000 2,000 3,000 150.0

272,614 153,925 118,689 77.1

企 業 債 229,999 120,100 109,899 91.5

分 担 金 及 び 負 担 金 42,615 33,825 8,790 26.0

406,823 273,851 132,972 48.6

建 設 改 良 費 385,119 238,214 146,905 61.7

企 業 債 償 還 金 16,704 33,637 △ 16,933 △ 50.3

予 備 費 5,000 2,000 3,000 150.0

水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 費 用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

伸率企業会計収支
令和６年度
当初予算

令和５年度
当初予算

比較増減
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Ⅳ 下水道事業会計 

下水道事業は、平成２６年度から地方公営企業法の一部（財務規定）を適用し、企業会計

方式の会計に変更されました。 

 

（単位：千円、％）

381,024 378,285 2,739 0.7

営 業 収 益 336,552 333,986 2,566 0.8

営 業 外 収 益 44,472 44,299 173 0.4

464,068 443,398 20,670 4.7

営 業 費 用 441,159 421,761 19,398 4.6

営 業 外 費 用 17,909 20,637 △ 2,728 △ 13.2

予 備 費 5,000 1,000 4,000 400.0

88,804 111,996 △ 23,192 △ 20.7

企 業 債 39,500 63,100 △ 23,600 △ 37.4

他 会 計 出 資 金 － － － －

国 庫 補 助 金 17,600 40,100 △ 22,500 △ 56.1

他 会 計 補 助 金 3,059 3,200 △ 141 △ 4.4

負 担 金 等 28,645 5,596 23,049 411.9

200,605 268,436 △ 67,831 △ 25.3

建 設 改 良 費 148,222 214,336 △ 66,114 △ 30.8

企 業 債 償 還 金 47,381 53,098 △ 5,717 △ 10.8

そ の 他 資 本 的 支 出 2 2 0 0.0

予 備 費 5,000 1,000 4,000 400.0

下 水 道 事 業 収 益

下 水 道 事 業 費 用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

伸率企業会計収支
令和６年度
当初予算

令和５年度
当初予算

比較増減

 

 

Ⅴ 町のローン残高（地方債の状況） 

町債は、主に道路や施設等を整備するために町が借り入れるお金です。 

地方債の約６割が「臨時財政対策債」の借入金ですが、この臨時財政対策債は本来、地方

交付税で補われる地方の財源不足を、国の財源不足から町が国の代わりに借金しているもの

です。 

                   

一 般 会 計 5,284,333 123,341 5,407,674

水 道 事 業 会 計 606,915 213,296 820,211

下 水 道 事 業 会 計 467,382 △ 7,881 459,501

6,358,630 328,756 6,687,386

令和６年度末見込額

計

会　　計　　名 令和５年度末見込額 令和６年度中の増減

 

 



 8 

Ⅵ 町の貯金残高（基金残高） 

基金は、町が予算を編成する際の財源補てんや特定の目的のために積み立てている貯金で

す。個人で例えると財形貯蓄、住宅積立金、学資積立金などに当たり、後年度の資金需要や

財源不足に備えるためのものです。 

 

【一般会計】 
  

（単位：千円） 

基 金 名 称 
令和５年度末 

見  込  額 

令和６年度中 

増減見込額 

令和６年度末 

見  込  額 

１．財政調整基金 591,760 △395,395 196,365 

２．減債基金 194,438 17 194,455 

３．都市開発基金 4,468 2 4,470 

４．地域福祉基金 96,094 △3,493 92,601 

５．児童・生徒国際交流振興基金 27,142 △6,578 20,564 

６．ちびっこ天国基金 175,940 △584 175,356 

７．農業基盤整備事業基金 226,268 23 226,291 

８．社会資本等整備基金 130,561 △28,762 101,799 

９．ふるさと基金 30,130 10,981 41,111 

10．土地開発基金 25,00４ 3 25,007 

11．都市計画事業基金 171,579 △22,504 149,075 

12．森林環境譲与税基金 6,913 412 7,325 

計 1,680,297 △445,878 1,234,419 

【国民健康保険特別会計】 
  

（単位：千円） 

基 金 名 称 
令和５年度末 

見  込  額 

令和６年度中 

増減見込額 

令和６年度末 

見  込  額 

１．財政調整基金 143,862 △65,427 78,435 

２．高額療養費貸付基金 3,000 0 3,000 

計 146,862 △65,427 81,435 

【介護保険特別会計】 
  

（単位：千円） 

基 金 名 称 
令和５年度末 

見  込  額 

令和６年度中 

増減見込額 

令和６年度末 

見  込  額 

１．介護給付費準備基金 14,152 18,828 32,980 

【下水道事業会計】  
  

（単位：千円） 

基 金 名 称 
令和５年度末 

見  込  額 

令和６年度中 

増減見込額 

令和６年度末 

見  込  額 

１．下水道事業基金 86,729 0 86,729 

※令和５年度末見込額は、令和６年度予算編成時点での見込額となりますので、 

実際の基金額とは異なる場合があります。 
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Ⅶ 令和６年度の国から町への財源補てん 

すべての地方団体が一定の行政サービスを提供できるよう財源を保障するため、地方の固

有財源として地方交付税が配分されています。しかしながら、国の三位一体の改革などによ

って地方交付税の一部が「臨時財政対策債」による借入金に振り替えられています。 

令和６年度の国からの財源補てんについて、地方交付税と臨時財政対策債への振替などに

より、１２億６，５２３万円を見込んでいます。 

令和元年度までは、国からの補てん額の総額は減少傾向にありましたが、コロナや物価上

昇などの影響を受けた社会経済対策として、令和３年度から令和５年度は追加交付もあり決

算見込額が当初予算に比べ増加しました。令和６年度については、個人町民税の減収が見

込まれること、国において臨時財政対策債の新規発行額を減額する方針が示されているこ

とから国からの地方交付税は増額、臨時財政対策債は減額を見込んでいます。 

国からの財源補てんの推移 

単位：百万円 

  Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９ Ｈ３０ R１ R２ R３ R４ R５見込 R６ 

普通交付税 835 762 713 675 647 743 999 1,145 1,246 1,157 

特別交付税 163 132 108 106 108 71 80 82 100 77 

臨時財政対策債 298 254 275 278 247 278 423 131 59 31 

計 1,296 1,148 1,096 1,059 1,002 1,092 1,502 1,358 1,405 1,265 

 

※ 平成２７年度から令和４年度までは決算額で、令和５年度は決算見込額、令和６年度は予算額です。 

 

 


